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～ 「人」・「地域」・「団体」が一体となった「協働」のまちづくり ～ 

総合計画の推進にあたっては、市民・まちづくり活動団体・事業者・行政などがまちづくりの目

標を共有し、協働して取り組んでいくことが重要です。 

「協働」という言葉には、お互いの不足しているところを補い合い、共に協力して課題解決して

いくといった意味が含まれています。「人」・「地域」・「団体」が、それぞれの責任において対応にあ

たることも大切ですが、それぞれが連携、協働しながら取り組んでいくことで、より満足感の高い

課題解決につなげていくことが重要です。 

このために、各主体が、情報を共有し、お互いの考えや想いを理解し合うことに努めていく必要

があります。 

 

～ SDGｓの理念を取り入れた取組の推進 ～ 

本市のまちづくりの基本的な方向性を示した総合計画に基づく取組は、すべての市民の生活の

質の向上や市民をはじめとした幅広いステークホルダー※１との連携、誰一人取り残さない社会

の構築、持続可能な開発など、ＳＤＧｓ（P110参照）の理念を取り入れた総合計画を推進します。 

 

～ 総合計画の進行管理 ～ 

計画の進行にあたっては、ＰＤＣＡサイクル※２による進捗管理と着実な計画の進展に向けた進

行管理を行います。施策に対しては可能な範囲で「指標」を設定しており、その推移を把握するこ

とで、目標に対する達成状況を確認していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①Plan

（計画）

②Do

（実施）

③Check

（評価）

④Action

（改善）

＜総合計画におけるＰＤＣＡサイクル＞ 

① 総合計画の策定 

② 施策・事業の着実な実施 

③ 実施した施策・事業の効果を目標指標等により
検証 

④ 必要に応じた総合計画の改定 

 総合計画を推進していくために 第３章 

※１ステークホルダー…企業や行政、ＮＰＯなどの組織が活動を行うことで影響を受ける利害関係者。経営者、従業員、顧客、金融機関、地域住民、行政
機関など、組織の活動に関わるすべての人がステークホルダーとなる。 

※２ＰＤＣＡサイクル…マネジメントサイクルの 1つで、計画（plan）、実行（do）、評価（check）、改善（act）のプロセスを順に実施すること。 
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〈 活力とにぎわいのある地域産業の振興 〉 

◯地域資源を活かした産業の充実を図り、赤穂市の地域ブランド※１の強化・向上により、観光

を含めた地域産業の振興とひと・モノが行き交うにぎわいのあるまちを目指します。 

〈 さまざまな人・地域との活気ある交流の促進 〉 

◯住み慣れた身近な地域における人と人、人と地域とのつながりを大切にし、地域間交流の活

性化や広域連携の強化を図り、定住促進を視野に入れた交流が盛んなまちを目指します。 

 

 

 

 

 

〈 次代を担う人材を育てる教育の推進 〉 

◯子どもを取り巻く教育環境・地域環境の充実を図り、郷土を愛し、夢と希望をもって学び、生

きる力を育むことのできるまちを目指します。 

〈 歴史や文化、スポーツを通じた市民が活躍できる地域コミュニティの構築 〉 

◯市民が生涯にわたって本市固有の歴史・文化等に親しみ、学ぶことのできる環境を整備し、

誰もが豊かな心をもっていきいきと、身近な地域コミュニティの一員として暮らすことので

きるまちを目指します。 

〈 市民と協働する市政運営の推進 〉 

◯開かれた行政を推進し、市民の主体的なまちづくりへの参画と協働のまちづくりを促進する

とともに、効率的・効果的な行政運営と安定的な財政運営を通じて、赤穂市の新たな未来へ

とつながる信頼あるまちづくりを目指します。 

 

 

 

～ 歴史と文化が息づく人とコミュニティを育むまちづくり ～ 

人 ４ 

３ 元 気 ３ 

～ 産業と地域資源を活かした魅力あふれるまちづくり ～ 

※１地域ブランド…地域＋商品・サービスを名称とすることによって、それ自体を一体化して、商品・サービス、ひいては地域そのものの価値を高めよ
うとするもの。 




